
制限時間 合格点 

28 せつめいの しかた 
20 分 80 点 

点 

みじかい せつめいは すぐに 読む ことが できます。 ながい せつめいは くわしく しる ことが できます。 

こえに 出して 読みましょう。(40 点×1 問＝40 点)  

① 

 

 

 

 

かおりさんは、 ふろしきに ついて しりたいと おもいました。 

そして、 ふろしきに ついて せつめいして いる ものを 二つ 見つけました。 

一つは、 デパートの ふろしき売り場に あった カードに 書かれて いた 文しょうです。 

もう 一つは、 「日本の 道具」と いう 本に のって いた 文しょうです。 

二つを くらべて みましょう。 

② 

 

 

 

 

【カードに 書かれて いた 文しょう】 

べんりな ふろしき 

○いろいろな 形や 大きさの ものを つつんで はこべます。 

○どこにでも もちあるけます。 

○くりかえし つかえます。 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本に のって いた 文しょう】 

まほうの ぬの 「ふろしき」 

ふろしきは、 日本で むかしから つかわれて いる、 四角い ぬのです。  

ふろしきは、 いろいろな 形や 大きさの ものを つつんで はこぶ ことが できます。 

丸くて 大きな すいかも、 四角い はこも、 細長い びんも、 どれも うまく つつむ ことが できます。   

つつむ ものに あわせて、 ぬのを むすぶ ことが できるからです。 

また、 ふろしきは、 どこにでも もちあるく ことが できます。 

小さく おりたたむ ことが できるからです。  

さらに、 ふろしきは、 くりかえし つかう ことが できます。  

スーパーマーケットの ふくろや 紙の ふくろと くらべると、 やぶれにくいからです。 

 このように 、 ふろしきは とても べんりな ものです。   

ふろしきは、 まるで まほうの ぬののようです。 

上の 文しょうに ついて 正しい ものに ○を しましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

ふろしきは どのような 形ですか。 ① 

 丸 三角 四角 

②の 【カードに 書かれて いた 文しょう】の せつめいの しかたは、 どこが よいですか。 ② 

 くわしい ことまで しることが できる すぐに 読む ことが できる 何円なのかが よく わかる 

③の 【本に のって いた 文しょう】の せつめいの しかたは、 どこが よいですか。 ③ 

 くわしい ことまで しることが できる すぐに 読む ことが できる 何円なのかが よく わかる 

このようにに あう ことばは 何ですか。 ④ 

 なぜなら このように けっして 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

ふろしきで つつむ ことが できる ものを、 文しょうの 中から 三つ ぬき出しましょう。 ① 

 

 
(丸くて 大きな)すいか、 (四角い)はこ、 (細長い)びん 

ふろしきは、 なぜ どこにでも もちあるく ことが できるのですか。 ② 

 

 
小さく おりたたむ ことが できるから。 

 



制限時間 合格点 

30 じゅんじょよく 書こう 
20 分 80 点 

点 

心に のこった できごとを 思い出し、 つたえたい ことを 書きましょう。 

こえに 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

わかりやすい 文しょうの 書き方 

書きたい ことを、 「はじめ」 「中」 「おわり」の じゅんに、 メモに せいりしましょう。 

「はじめ」・・・心に のこった できごとが、 どんな ことかを 書く。 

「中」・・・「はじめに」 「つぎに」 「それから」などの ことばを つかい、 ようすを くわしく 書く。 

「おわり」・・・できごとを 通して、 思った ことを 書く。 

書きたい ことを せいりしましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

つたえたい できごとを 書きましょう。 ① 

 

 
(れい)日よう日に、バーベキューをしたこと。 

どんな ことを したか 書きましょう。 ② 

 

 

 

 

 

 

(れい) みんなでやさいをきった。 

にくをやいて、あじみをした。 

みんなで、やいたにくとやさいをたべた。 

どんな ことを 思ったか 書きましょう。 ③ 

 

 
(れい) またバーベキューをしたい。 

上で せいりした ことを もとに、 じゅんじょよく 書きましょう。(50 点×1 問＝50 点)  

バーベキュー 竹田もえ 

日よう日に、家ぞくでバーベキューをしました。 

はじめに、みんなでやさいをきりました。 

わたしはきったやさいをはこびました。 

つぎに、にくをやきました。 

ジュージューと音がして、いいにおいがしました。 

それから、やいたにくとやさいを、みんなでたべました。 

おいしかったし、楽しかったので、 

またみんなで、バーベキューをやりたいなと思いました。 

 



制限時間 合格点 

39 手紙を 書こう 
20 分 80 点 

点 

かんしゃの 気もちを 手紙に 書く れんしゅうを しましょう。 

声に 出して 読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

まず、 だれに つたえる ための 手紙なのか あいての 名前を 書きます。 

つぎに、 どんな ことに 「ありがとう」と 言いたいのかを 書きます。 

さいごに、 だれが 書いた 手紙なのか じぶんの 名前を 書きます。 

手紙を 書いたら、 声に 出して 読みかえして、 まちがいが ないか たしかめます。 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

手紙の さいしょは、 何を 書きますか。 ① 

 

 
あいての 名前 

手紙の さいごは、 何を 書きますか。 ② 

 

 
じぶんの 名前 

手紙を 書いた 後、 声に 出して 読みかえすのは、 何の ためですか。 ③ 

 

 
まちがいが ないか たしかめるため。 

声に 出して 読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

大竹 くみこ さんへ  

わたしが、 校ていで ころんで しまったとき、 ほけん室まで つれて いって くれて ありがとう。  

もう、 なおったよ。  また、 ぶらんこで あそぼうね。 

いとう みき 

上の 手紙に ついて、 (     )に あう ことばを 書きましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

だれに 書いた手紙 ですか ① 

 

 
( 大竹 くみこ )さん  

どんな ことに 「ありがとう」と つたえたいのですか ② 

 

 
ころんで しまったとき、 ( ほけん室 )まで つれて いって くれたこと。 

だれが 書いた手紙 ですか。 ③ 

 

 
( いとう みき )さん 

たすけて もらった ことや、 して もらって うれしかった ことを 思い出して 書きましょう。(20 点×1 問＝20 点) 

(れい) お母さんへ 

かぜを ひいた ときに、 やさしく かんびょうして くれ

て ありがとう。 おかげで すぐに 元気に なれたよ。 

山本 みさき 



制限時間 合格点 

57 しょうかいしよう 
20 分 80 点 

点 

しょうかいする 文しょうは、 読む 人に つたわる ように くわしく 書きましょう。 

声に 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

「道具しょうかいカード」を 書いて、 友だちに 自分の お気に入りの 道具を しょうかいしましょう。 

① しょうかいする 道具を きめる。 (みの 回りに どんな 道具が あるか 思い出す。) 

② 書く ことを せいりする。 (道具の とくちょうを メモに 書き出す。) 

③ 「道具しょうかいカード」を 書く。 (メモを もとに、 読む 人に つたわる ように、 くわしく 書く。) 

【えんぴつけずり】 

えんぴつを けずりたい ときに つかう。 

四角い はこの ような 形を して いる。  

えんぴつの 先を あなに 入れて、 はんたいがわの ハンドルを 回すと えんぴつが けずれる。 

上の 文しょうに ついて、 (     )に 合う ことばを 書きましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

しょうかいカードを 書く ときに、 気を つける ことは 何ですか。 ① 

 

 
( メモ )を もとに、 読む 人に ( つたわる ) ように、 くわしく 書く。 

えんぴつけずりは、 どんな 形 ですか。 ② 

 

 
( 四角い はこ )の ような 形。 

えんぴつけずりで、 えんぴつを どのように けずりますか。 ③ 

 

 
えんぴつの ( 先 )を あなに 入れて、 はんたいがわの ( ハンドル )を 回す。 

声に 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

ぼくは、 パン作り名人の 中村さとしさんを しょうかいします。 

中村さんは、 おきゃくさんの ために、 おいしい パンを 毎日 作って います。 

中村さんは、 たくさんの しゅるいの パンを 作る ことが できます。  

中村さんの おみせには、 食パンや あんパンや コロネなど、 おいしい パンが たくさん あります。 

おみせの パンは、 ぜんぶ、その 日の 朝に 作って いる そうです。  

いつも 朝三時に おきて、 パンを 作ると 聞きました。 ぼくは、 ねむく ないのかなと 思いました。  

中村さんは、「朝ごはんに パンを 食べたい 人も いるから、間に合うように がんばって おきて、作って います。」 

と 言って いました。 

ぼくは、 中村さんの パンが 大すきです。 中村さんの パンは、 せかいで いちばん おいしいと 思います。 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

だれを しょうかいして いる 文しょうですか。 ① 

 

 
パン作り名人の 中村さとしさん。 

おみせの パンは、 ぜんぶ いつ 作られて いますか。 ② 

 

 
その 日の 朝。 

この 「しょうかいカード」には、 中村さんの パンが どのくらい おいしいと 書かかれて いますか。 ③ 

 

 
せかいで いちばん おいしい。 



制限時間 合格点 

28 せつめいの しかた 
20 分 80 点 

点 

みじかい せつめいは すぐに 読む ことが できます。 ながい せつめいは くわしく しる ことが できます。 

こえに 出して 読みましょう。(40 点×1 問＝40 点)  

① 

 

 

 

 

かおりさんは、 ふろしきに ついて しりたいと おもいました。 

そして、 ふろしきに ついて せつめいして いる ものを 二つ 見つけました。 

一つは、 デパートの ふろしき売り場に あった カードに 書かれて いた 文しょうです。 

もう 一つは、 「日本の 道具」と いう 本に のって いた 文しょうです。 

二つを くらべて みましょう。 

② 

 

 

 

 

【カードに 書かれて いた 文しょう】 

べんりな ふろしき 

○いろいろな 形や 大きさの ものを つつんで はこべます。 

○どこにでも もちあるけます。 

○くりかえし つかえます。 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本に のって いた 文しょう】 

まほうの ぬの 「ふろしき」 

ふろしきは、 日本で むかしから つかわれて いる、 四角い ぬのです。  

ふろしきは、 いろいろな 形や 大きさの ものを つつんで はこぶ ことが できます。 

丸くて 大きな すいかも、 四角い はこも、 細長い びんも、 どれも うまく つつむ ことが できます。   

つつむ ものに あわせて、 ぬのを むすぶ ことが できるからです。 

また、 ふろしきは、 どこにでも もちあるく ことが できます。 

小さく おりたたむ ことが できるからです。  

さらに、 ふろしきは、 くりかえし つかう ことが できます。  

スーパーマーケットの ふくろや 紙の ふくろと くらべると、 やぶれにくいからです。 

 このように 、 ふろしきは とても べんりな ものです。   

ふろしきは、 まるで まほうの ぬののようです。 

上の 文しょうに ついて 正しい ものに ○を しましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

ふろしきは どのような 形ですか。 ① 

 丸 三角 四角 

②の 【カードに 書かれて いた 文しょう】の せつめいの しかたは、 どこが よいですか。 ② 

 くわしい ことまで しることが できる すぐに 読む ことが できる 何円なのかが よく わかる 

③の 【本に のって いた 文しょう】の せつめいの しかたは、 どこが よいですか。 ③ 

 くわしい ことまで しることが できる すぐに 読む ことが できる 何円なのかが よく わかる 

このようにに あう ことばは 何ですか。 ④ 

 なぜなら このように けっして 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

ふろしきで つつむ ことが できる ものを、 文しょうの 中から 三つ ぬき出しましょう。 ① 

 

 
(丸くて 大きな)すいか、 (四角い)はこ、 (細長い)びん 

ふろしきは、 なぜ どこにでも もちあるく ことが できるのですか。 ② 

 

 
小さく おりたたむ ことが できるから。 

 



制限時間 合格点 

30 じゅんじょよく 書こう 
20 分 80 点 

点 

心に のこった できごとを 思い出し、 つたえたい ことを 書きましょう。 

こえに 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

わかりやすい 文しょうの 書き方 

書きたい ことを、 「はじめ」 「中」 「おわり」の じゅんに、 メモに せいりしましょう。 

「はじめ」・・・心に のこった できごとが、 どんな ことかを 書く。 

「中」・・・「はじめに」 「つぎに」 「それから」などの ことばを つかい、 ようすを くわしく 書く。 

「おわり」・・・できごとを 通して、 思った ことを 書く。 

書きたい ことを せいりしましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

つたえたい できごとを 書きましょう。 ① 

 

 
(れい)日よう日に、バーベキューをしたこと。 

どんな ことを したか 書きましょう。 ② 

 

 

 

 

 

 

(れい) みんなでやさいをきった。 

にくをやいて、あじみをした。 

みんなで、やいたにくとやさいをたべた。 

どんな ことを 思ったか 書きましょう。 ③ 

 

 
(れい) またバーベキューをしたい。 

上で せいりした ことを もとに、 じゅんじょよく 書きましょう。(50 点×1 問＝50 点)  

バーベキュー 竹田もえ 

日よう日に、家ぞくでバーベキューをしました。 

はじめに、みんなでやさいをきりました。 

わたしはきったやさいをはこびました。 

つぎに、にくをやきました。 

ジュージューと音がして、いいにおいがしました。 

それから、やいたにくとやさいを、みんなでたべました。 

おいしかったし、楽しかったので、 

またみんなで、バーベキューをやりたいなと思いました。 

 



制限時間 合格点 

39 手紙を 書こう 
20 分 80 点 

点 

かんしゃの 気もちを 手紙に 書く れんしゅうを しましょう。 

声に 出して 読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

まず、 だれに つたえる ための 手紙なのか あいての 名前を 書きます。 

つぎに、 どんな ことに 「ありがとう」と 言いたいのかを 書きます。 

さいごに、 だれが 書いた 手紙なのか じぶんの 名前を 書きます。 

手紙を 書いたら、 声に 出して 読みかえして、 まちがいが ないか たしかめます。 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

手紙の さいしょは、 何を 書きますか。 ① 

 

 
あいての 名前 

手紙の さいごは、 何を 書きますか。 ② 

 

 
じぶんの 名前 

手紙を 書いた 後、 声に 出して 読みかえすのは、 何の ためですか。 ③ 

 

 
まちがいが ないか たしかめるため。 

声に 出して 読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

大竹 くみこ さんへ  

わたしが、 校ていで ころんで しまったとき、 ほけん室まで つれて いって くれて ありがとう。  

もう、 なおったよ。  また、 ぶらんこで あそぼうね。 

いとう みき 

上の 手紙に ついて、 (     )に あう ことばを 書きましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

だれに 書いた手紙 ですか ① 

 

 
( 大竹 くみこ )さん  

どんな ことに 「ありがとう」と つたえたいのですか ② 

 

 
ころんで しまったとき、 ( ほけん室 )まで つれて いって くれたこと。 

だれが 書いた手紙 ですか。 ③ 

 

 
( いとう みき )さん 

たすけて もらった ことや、 して もらって うれしかった ことを 思い出して 書きましょう。(20 点×1 問＝20 点) 

(れい) お母さんへ 

かぜを ひいた ときに、 やさしく かんびょうして くれ

て ありがとう。 おかげで すぐに 元気に なれたよ。 

山本 みさき 



制限時間 合格点 

57 しょうかいしよう 
20 分 80 点 

点 

しょうかいする 文しょうは、 読む 人に つたわる ように くわしく 書きましょう。 

声に 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

「道具しょうかいカード」を 書いて、 友だちに 自分の お気に入りの 道具を しょうかいしましょう。 

① しょうかいする 道具を きめる。 (みの 回りに どんな 道具が あるか 思い出す。) 

② 書く ことを せいりする。 (道具の とくちょうを メモに 書き出す。) 

③ 「道具しょうかいカード」を 書く。 (メモを もとに、 読む 人に つたわる ように、 くわしく 書く。) 

【えんぴつけずり】 

えんぴつを けずりたい ときに つかう。 

四角い はこの ような 形を して いる。  

えんぴつの 先を あなに 入れて、 はんたいがわの ハンドルを 回すと えんぴつが けずれる。 

上の 文しょうに ついて、 (     )に 合う ことばを 書きましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

しょうかいカードを 書く ときに、 気を つける ことは 何ですか。 ① 

 

 
( メモ )を もとに、 読む 人に ( つたわる ) ように、 くわしく 書く。 

えんぴつけずりは、 どんな 形 ですか。 ② 

 

 
( 四角い はこ )の ような 形。 

えんぴつけずりで、 えんぴつを どのように けずりますか。 ③ 

 

 
えんぴつの ( 先 )を あなに 入れて、 はんたいがわの ( ハンドル )を 回す。 

声に 出して 読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

ぼくは、 パン作り名人の 中村さとしさんを しょうかいします。 

中村さんは、 おきゃくさんの ために、 おいしい パンを 毎日 作って います。 

中村さんは、 たくさんの しゅるいの パンを 作る ことが できます。  

中村さんの おみせには、 食パンや あんパンや コロネなど、 おいしい パンが たくさん あります。 

おみせの パンは、 ぜんぶ、その 日の 朝に 作って いる そうです。  

いつも 朝三時に おきて、 パンを 作ると 聞きました。 ぼくは、 ねむく ないのかなと 思いました。  

中村さんは、「朝ごはんに パンを 食べたい 人も いるから、間に合うように がんばって おきて、作って います。」 

と 言って いました。 

ぼくは、 中村さんの パンが 大すきです。 中村さんの パンは、 せかいで いちばん おいしいと 思います。 

上の 文しょうに ついて こたえましょう。(10 点×3 問＝30 点) 

だれを しょうかいして いる 文しょうですか。 ① 

 

 
パン作り名人の 中村さとしさん。 

おみせの パンは、 ぜんぶ いつ 作られて いますか。 ② 

 

 
その 日の 朝。 

この 「しょうかいカード」には、 中村さんの パンが どのくらい おいしいと 書かかれて いますか。 ③ 

 

 
せかいで いちばん おいしい。 


